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 小惑星のライトカーブ観測から、観測された小惑星の自転周期と変光度を得る事ができる。また、複数衝で

ライトカーブを得る事によって、小惑星の形状や自転ベクトルも知る事が可能である。これらの情報は小惑星の基

本的なパラメーターである。 

 Silvan (2002)はコロニス族に属している１０個の小惑星の自転ベクトルと自転周期を調査し、その自転ベク

トル・周期がある特定の方向に揃っている事を見いだした。その後、Vokrouhlicky, Nesvorny, and Bottke (2003)

は自転ベクトル・周期がある特定の方向に揃っている原因として、ＹＯＲＰ効果によって生じた可能性があるとい

う事を示した。その研究以前では小惑星の自転周期は衝突破壊によって決められていると考えられていたが、この

結果はこの考え方に一石を投じる事となった。よって、小惑星の族・グループに注目し、自転周期の統計的に測定

をする事は自転獲得のメカニズムや衝突破壊年代・族形成を考える上で重要である。本研究では、ある特定の小惑

星の族・グループに注目し、それらに属する小惑星のライトカーブ観測を行い、統計的個数の自転周期のデータと

得る事により、上記に迫る謎に迫る事が研究の目的である。 

 小惑星ベスタはＨＥＤ隕石の母天体として有力視されている天体であるが、この天体は族を形成している。

ベスタと同じスペクトルを持つ天体Ｖ型小惑星は近地球型小惑星を除くとその殆どがベスタ近傍の軌道（ベスタ

族）で発見されている。なお、ベスタ近傍にあるＶ型小惑星はベスタ（直径５００ｋｍ）の次に大きなサイズの天

体は直径１０ｋｍサイズである。このことはベスタ近傍にあるＶ型小惑星はベスタからでた破片である可能性が高

いことを示唆している。 

 そこで、本研究では隕石との対応付けがよく付けられており、その母天体がはっきり測っているベスタ族に

注目して、観測を行うことにした。なお、ベスタ族の中にはスペクトル的には全く異なる天体も混じっている為に

スペクトルでＶ型小惑星と判別されている天体のライトカーブ観測を行った。なお、本研究以前ではベスタ近傍に

あるＶ型小惑星の自転周期は８天体しか判明していなかったが。そこで、本研究はベストイドで自転周期を統計な

話ができる程度の個数に揃える事を目的として、観測を始めた。本学会では２００５年春までの観測の結果につい

て報告する。 


